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令和 8 年 9 月 30 日（水）に “町制施行 70 周年” を迎えます。
この大きな節目を、単なる「お祝い」で終わらせるのではなく、

海田町に住む皆さんの「やってみたい！」を形にする機会にしたいと考えています。
「こんなイベントがあったらいいな」「10 年後の海田町がもっと好きになるような企画」、

自由でアツいアイデアをぜひお寄せください！！

募集項目の一例

募集期間

〇�「地域の絆」創出
　⇒ 地域行事の復活、まちなかスタンプラリー
〇�「町の誇り」形成
　⇒  70周年記念ソング制作、特産物の開発
〇�「未来に向けて」贈りもの
　⇒  10 年後の自分たちへの手紙、タイムカプセル

3 月 31 日（火）まで3月 31日（火）まで
※ いただいたアイデアは、似たものを組み合わせたり、既存の

事業に組み込んだり、可能な限り、実現に向けさまざまな視
点で整理・具体化していきます。

こんにちは。竹野内 啓佑です。海田町は、「住みた
い・住み続けたい・帰ってきたい」まちづくりを進めて
います。新規事業だけでなく既存事業もこのスローガ
ンを意識することで、施策効果を高め、充実すること
につながります。成人の日を前に実施した「二十歳の
つどい」もその一つ。

近年、この事業は二十歳の門出を祝う式典のみを
実施するスタイルが定着していました。若い世代が一
堂に会するせっかくの機会。同世代や世代間の接点
を生み出し、交流を促すことで、故郷・海田への誇りや
愛着を強化できないか―。アイデアを練り、今回
は新たな取組として、町内の中学生にも参加（司会進
行の他、校歌の合唱、抽選会の運営etc.）してもらいま
した。

二十歳を迎えた参加者たちにとっては、中学生の姿
は単なる「懐かしさ」だけでなく、自分たちは「地域を
支える側」になったのだという自覚が芽生える瞬間
に。中学生たちにとっても、自分たちも「地域を支える
一員」だったのだという意識に変わる。「祝われる」
二十歳と「支える」中学生。この二つの世代が交わっ
たことで、式典は単なる儀式を超え、絆を再確認する
場になりました。

若い世代が、海田町に留まる・離れるにかかわらず、
自分が生まれ育った故郷・海田町に思いを寄せ続け
てもらう。この町で生まれた、この町に育ててもらっ
た...だから恩返しがしたい。こうした故郷への回帰に
つながる試みを続けていければと思います！！

みんなで創る「町制施行70周年」

アイデアを大募集します!!

海田町長

世代をつなぐ
「おめでとう」の形

竹野内 啓佑

月刊！

実現可能性は二の次。

「こんなことがあったらおもしろい！」
自由で、斬新なアイデアを
お待ちしています！！

かいたブランド課（役場3階）　☎823-9212　FAX.823-9203

お待ちしています！！

くわしくはこちら
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「こんなことがあったらおもしろい！」

海田町に住む皆さんの「やってみたい！」を形にする機会にしたいと考えています。
「こんなイベントがあったらいいな」「10 年後の海田町がもっと好きになるような企画」、

かいたブランド課（役場3階）　☎823-9212　FAX.823-9203

海田町に住む皆さんの「やってみたい！」を形にする機会にしたいと考えています。


	30e8be0b256b4e622b66bdcd6250896b576e4cf6650f9aeb378a2d29c8763c80.pdf

